







































l 「立教網領」松岡恭一編 f日清貿易研究所東亜同文書院沿革史J （上海、東亜同文書院学友会、 1908 年） 40 頁。尚、〔……〕
内は引用者、また旧字体は新字体に改めた。以下同様。
2 前掲「立教綱領J、 44 頁。
3 r華語草編』初集、 1916 初版発行、 1917 年再版、 1919 年 3 版、 1921 年 4 版、 1925 年訂正 5 版、 1927 年訂正 6 版、
1928 年訂正 7 版、 1930 年訂正 8 版、 1931 年 9 版、 1933 年 10 版、 1934 年 11 版、 1935 年 12 版、 1936 年訂正 13 版、
1938 年 14 版、改訂版初集 1940 年 17 版（東亜同文書院大学華語研究会発行）、改訂版初集 1942 年全訂版（大同容院発
行）、改訂版初集 1942 年 18 版（東亜同文書院大学華語研究会発行）、改訂版初集 1943 年 19 版発行（東亜同文書院大学
華語研究会発行）。このうち内容についての改編は、 1925 年訂正版、 1940 年改訂版、 1942 年全訂版（大同書院発行）で
ある。 r－華語草編j 二集、 1924 年初版、 1925 年再版、 1926 年 3 版、 1930 年訂正 4 版、 1931 年訂正 5 版、 1933 年改訂 6
版、 1934 年 7 版、 1935 年 8 版、 1938 年 9 版、 1940 年訂正 11 版、 1942 年訂正 12 版、 1944 年訂正 13 版。『華語草編j 三集、
1925 初版、 1932 年版、 1934 年再版、 1933 年改訂版、 1935 年再版、 1938 年 3 版、 1939 年 4 版。 1937 年に第 6版が出た
とも伝えられるが詳細不明『東亜同文書院大学史J （櫨友会、 1982 年、 268 頁）。 f華語草編j 四集、 1933 年初版、 1934
年再版、 1938 年 3 版、 1939 年 4 版、 1940 年 5 版。















































5 愛知大学中日大辞典編纂処編『中日大辞典j 中日大辞典刊行会、 1968 年。
6 東亜同文書院では 1933 年（昭和 8）から中国語辞典編纂を目指し、鈴木択郎、熊野正平、野崎俊平、坂本一郎、影山貌、
岩尾正利、内山雅夫、山口左熊、木田弥三旺、金丸一夫、尾坂徳司と中国人講師 8 名によって井上翠『井上支那語辞典J （文
求堂書店、 1928 年）を下敷きにしつつ語哉蒐集が行われ、日本敗戦時には語哉数 7 -8 万語、約14万枚のカードとなっ
ていた。戦後、それら資料は中国に接収されていたが、 1954 年（昭和 29）に文化交流の一環として日本中国友好協会
を通じて愛知大学へ付託され、同大の『中日大辞典j 編纂に利用された（鈴木択郎「編者のことばJ 前掲『中日大辞典J ）。
7 「東亜同文書院北支移転問題ニ就テ」「2. 一般 (16）同文書院ヲ北京へ移転問題昭和十二年十二月」 JACAR （アジア
歴史資料センター） Ref. B05015340900 （第 11 画像）東亜同文書院関係雑件第四巻（H.4) （外務省外交史料館）。
8 六角恒瞭 f中国語教育史論考j 不二出版、 1989 年。郡艶「近代日本における中国語教育制度の成立」 f神戸大学発達科
学部研究紀要j 第 12 巻第 2 号、 2005 年。
9 今泉潤太郎「東亜同文書院における中国語教学J （『愛知大学国際問題研究所紀要j 第 103 号、 1995 年）、松田かの子「官
話教科書『華語草編j の成立に関する一考察J （『義文研究j 第 80 号、慶感義塾大学、 2001 年）、同「『華語月刊j と東
亜同文書院の中国語教育」（『謹文研究j 第 88 号、 2005 年）。























































11 鈴木択郎 (1898- 1981）栃木県出身。東亜同文書院第 15 期生、商務科。東亜同文書院教授、同大学教授を経て愛知
大学教授。戦後、愛知大学中日大辞典編纂処編 f中日大辞典j （中日大辞典刊行会、 1968 年）の刊行に尽力した。
12 前掲「鈴木択郎氏に聞く」愛知大学五十年史編纂委員会編 f大陸に生きて』風媒社、 1998 年、 24 頁。
13 坂本一郎 (1903-1996）大分県出身。東亜同文書院第 20 期生、商務科。東亜同文書院教授、同大学専門部教頭。戦
後は神戸市外国語大学教授、関西大学教授として中国語教育に従事した。
14 坂本一郎「自叙Jr中国研究ー経済・文学・語学j 久重福三郎先生坂本一郎先生還暦記念行事準備委員会、 1965 年、 165 頁。
15 「在支邦人教育機関設立ニ閲スル件J 「2. 一般（16）同文書院ヲ北京へ移転問題昭和十二年十二月 J JACAR （アジア
歴史資料センター） Ref.B05015340900 （第 89 画像）東亜同文書院関係雑件第四巻（H.4）。尚、北京移転問題に閲しては、
拙文「東亜同文書院の北京移転構想についてJ (f中国研究月報j 第 63 巻第 2 号、中国研究所、 2009 年）を参照のこと。
16 r東亜同文書院大学史i i庖友会、 1955 年、 22-23 頁。
17 「内藤熊喜回想記J 大学史編纂委員会編『東亜同文書院大学史j j届友会、 1982 年、 81 頁。
18 根津一（1860- 1927）。甲斐の人。陸軍軍人（最終階級少佐）、教育家。陸軍士官学校旧 4 期卒業後、陸軍大学校第 3
期入学（中退）。日清戦争従軍後、東亜同文会幹事長と東亜同文書院院長を兼任した。
19 「春季大会記事」 f東亜同文会報告j 第 68 回、 1905 年 7 月 26 日、 45-48 頁。































喜回想J (92-93 頁）、六角「御幡雅文上海の語学の達人」 m英語師家伝j 東方書店、 1999 年、 168-169 頁）、鱒沢彰夫「御幡雅文伝考」（早稲田大学中国文学会 f中国文学研究j 第 26 期、 2000 年）、同「御幡雅文伝考拾遺J （『中国文学
研究j 第 27 期、 2001 年）。
23 井上雅二『巨人荒尾精j 佐久良書房、 1910 年o
m 六角恒蹟「御幡雅文一一上海の語学の達人J r漢詩師家伝j 東方書店、 1999 年。
お「日清貿易研究所生徒第 I 学年予定表J 「東亜同文書院科目表J。ともに松岡恭一編 f日清貿易研究所 東亜同文書院
沿革史J （東亜同文書院学友会、 1908 年）に基づき作成した。
26 高橋正二 0870-1936）福岡県出身。 1886 年福岡県立久留米中学校卒業、東京英学校、日清貿易研究所で学ぶ。通訳
官として日清戦争従軍。三井物産合名会社香港支店勤務を経て東亜同文書院、久留米商業学校、九州帝国大学、九州医
学専門学校で中国語を教える（中村彰夫「在清見聞録J 第一経済大学経済研究会編 f第一経大論集j 第 9 巻第 1・2 合併号、
1979 年）。
幻青木喬。福岡出身。日清貿易研究所に学ぶ。日清戦争中はj帝国内で諜報工作に従事した (r東亜同文書院大学史Ji庖友会、




『日清貿易研究所東亜同文書院沿革史J （上編 43-44 頁）より。
前半季学年 後半季学年
前期 一時週間 後期 一時週間 前期 一時週間 後期 一時週間
消語学 会話口授 12 会話口授 12 会話口授 12 会話口授 12 
綴~、' 字読本 綴字読本 会話作文英雪”五口学 話口授 6 会話口授 6 会話習字 6 書取 6 習字
商業地理 亜細亜ノ部 3 亜細亜ノ部 3 支那ノ部 3 支那ノ部 3 
支那商業史 太中古ノ部 3 太中古ノ部 3 中世ノ部 3 中世ノ部 3 
簿記学 単式 2 単式 2 単式 2 複式
和漢文皐 読書 1 読書 読書 輪読書講輪講 輪講 輪講
作文 通信文 2 通信文 2 報告文 1 報告文記事文 記事文 契約文 契約文
商業算 和算 3 和算 3 i羊算 2 洋算 2 
経済学 経済原論貿易論
法律学 法律原論日本商法
習字 梢書 措書 椅書 行番
日清両国 組日日清清織各貿及易種営品業商業研ノ究方 研践究、所商模会形ノ実ノ実習商務実習 度量衡用法 3 6 8 
日清貿易品研究 法
臨時講義 貿易上ノ心得 貿易上ノ心得 1 貿易上ノ心得 1 貿易上ノ心得
柔術体操 古式兵式 6 古式兵式 6 古式兵式 6 古式兵式 6 
























東亜同文書院 3 年制学科課程表（1908 年）
政治科
















『日清貿易研究所東亜同文書院沿革史j （下編 54-58 頁）より。
商務科
3 年 l 年 2 年 3 年
1 倫理 1 
10 i青語 11 10 10 




経済学 2 2 
2 財政学 2 
経済政策 2 
商業学 1 2 2 
民法 2 2 
商品学 2 
清国商品学 2 






簿記 1 1 1 
2 消国制度律令 2 
清国近代通商史 2 2 
1 漢字新聞
漢文尺臆
34 33 34 * 37 
＊商務科 2 年一週授業時間合計は「33J となるが原文のまま「34」記したo
備考 政治科、商務科ともに上記科目以外に「実地修学旅行」が課せられている。また、上記以外に「政治学J

















































東亜同文書院 4 年制学科課程表（1921 年）
l 年












f東亜同文書院大学史J （福友会、 1982 年、 132・133 頁）
（「総時数」欄以外の数字は各科目一週あたりの時間数）
3 年 4 年
1 学期 2 学期 1 学期 2 学期 1 学期 2 学期 総時数
1 1 1 1 4 
2 
2 2 2 2 4 
3 3 3 
2 2 2 
2 2 2 




2 2 2 
2 
2 2 2 
2 2 2 
2 2 2 
2 2 2 
2 2 6 
2 2 2 
2 2 3 
0.5 
4 
3 3 3 
2 2 2 2 4 
2 2 3 
2 
4 
2 2 2 2 2 2 6 
9 9 6 6 6 6 30 
5 5 6 6 5 5 21.5 




























1915年（大正 4 年）に入学した鈴木択郎は、 l
年では同校編纂の『華語草編j 初集、 2 年では中














































お前掲「鈴木択郎氏に聞く J、 23・24 頁。尚、東亜同文書院は 1901 年入学の第 1 期生から 1920 年（大正 9）入学の第 20
期生までは 3 年制、専門学校に昇格した 1921 年（大正 10）の第 21 期生から 4 年制となっている。
29 同註、 23・24 頁。
羽魚返善雄 (1810-1966）。大分出身。第 26 期生（中退）。言語学者、中国文学者。東大などで中国語を教えた。在学
中より中国語に優れていたようで、当時の魚返について坂本一郎は、「2 年生で実に流暢に話す学生がいたが、その人が後年若くして東京で有名になった魚返善雄博士であった。J （坂本、前掲文、 172 頁）と述べている。桜木敏光 f東大万
年講師魚返善雄文学博士の生涯J (2006 年）に詳しい。
31 魚返善雄「三十三年華語夢」 f書報J 5 月号、極東書店、 1958 年。
222 
東亜同文書院の中国語教育について























































M 東亜同文書院の中国語試験の一部は、東亜同文書院華語研究会編 f支那語試験験問題解説j （上海、 1938 年）と『華諾月刊j
（第 3、 4、 10、 11 、 13、 15-16、 30-31 、 34 号）に収録されている。
35 東亜同文書院華語研究会編 f支那語試験問題解説j 東亜同文書院支那研究部、 1934 年初版、 1938 年再版。


































39 同註、 31 頁。










































































































































43 前掲『支那語試験問題解説j 、 166-168 頁。
44 同註、 169 頁。
45 同註、 192-193 頁。
















1、そら。 2、洋館。 3、煙突。 4、塀。 5、森。
6、木の枝。 7、木のこずえ。 8、木のみき。 9、
木の葉。 10、野菜。 11、農作物。 12、墓。 13、池。
14、れん瓦。 15、屋根。 16、家の棟。 17、のき。
18、窓。 19、村。 20、壁のすきま。
［訳J I 、天。 2、洋房。 3、煙筒。 4、端。
5、樹林子。 6、樹枝児。 7、樹梢児。 8、
樹挺児．樹幹。 9、樹葉見。 10、青菜。
11、荘保。 12、墳。 13、水池子。 14、碍。
15、房頂児。 16、房脊。 17、房籍児。







0 「何っと云っても j は「無論宏、感説」。
227 

































47 同註、 247 頁。
48 同註、 248 頁。




























































































切高見i事孟 f新・はじめての日本語教育 2 ；日本語教授法入門j アスク語学事業部、 2004 年、 151 頁。
51 前掲「鈴木択郎氏に聞く」、 51 頁。
52 石田武夫 0907 生）。香川県出身。東亜同文書院第 26 期生、商務科。建国大学教官、塾頭を経て戦後は京都大学嘱託、
滋賀大学教授、福井工業大学教授として中国語教育に従事した。
53 石田武夫「同文書院における中国語教育の独自性」 f漉友j 第 58 号、 j庖友会、 1990 年、 44 頁o
M 藤田佐久「東亜同文書院卒業生の軌跡J I同文書院記念報j Vol.9、愛知大学東亜同文書院大学記念センタ一、 2001 年。
229 



























の電灯の下で夜遅くまで“念諜本”をしていた。J （坂本、前掲文、 165 頁）、と述べている。
57 藤田、前掲文、 29 頁。































































的「書院在学中の中国語のマスター状況J について、「マスターできたJ 28 名、「まずまずJ 106 名、「なんとかJ 95 名、「一
部だけJ 90 名、「できなかったJ 33 名、「不明J 22 名（藤田、前掲文、 36 頁）。
ω 「大旅行」については、藤田佳久氏の『東亜同文書院中国大調査旅行の研究J （大明堂、 2000 年）などの研究に詳しい0
61 坂本、前掲文、 165 頁。
ω 東亜同文書院で学んだ中国語が「大旅行J 中どの程度通用したのかということについて、前掲藤田アンケートによれば、
回答数 163 に対して、「大体通じた」 77 回答、「十分通じたJ 13 回答、「官吏には十分通じたJ 3 回答、「どうにか通じたJ
13 回答という肯定的なものが半数以上を占めている（藤田、前掲「東亜同文書院卒業生の軌跡J、 42 頁）。
ω 「大旅行J は第 5 期生によって 1908 年から実施されているが、規模こそ異なるものの第 l 期生から中国圏内での旅行










































“倉田俊介（1921 ー）愛知県出身。刈谷中学校卒業、 1941 年（昭和 16）東亜同文書院大学入学（第 42 期）。 1943 年
（昭和 18）学徒出陣、中国各地で参戦。日本敗戦後は日商産業株式会社（現日商岩井）勤務。また、 1976 年（昭和 51)
には東亜同文書院卒業生同窓会組織掘友会幹事に就任（倉田俊介述「私の東亜同文書院大学時代J f同文書院記念報j
Vol.17、愛知大学東亜同文書院大学記念センター、 2009 年）。
65 倉田、前掲文、 40 頁。
“同註、 27 頁。
67 同註、 28 頁。
ω 青木喬『支那時文類編J （東亜同文書院、 1918 年 4 月）、同 f支那時文類編J （東亜同文書院、 1928 年 3 月）、青木喬 f現
代支那尺般教科書j （発行者、発行時期記載なし。「第二学年岡村正文、大正十年第二学年二学期より j との筆記あり）、
同 f現代支那尺臓教科書全J （東亜同文書院、 1924 年 5 月）、清水輩三『北京官話旅行用語J （東亜同文書院、 1925 年 3 月）、
熊野正平 f北京官話旅行用語J （東亜同文書院支那研究部、 1925 年 3 月初版、 1933 年 12 月改訂 5 版、 1936 年 3 月改訂 6 版、
1941 年 4 月 9 版）、福田勝蔵 I商業尺踊教科書J （東亜同文書院支那研究部、 1933 年 2 月）、福田勝蔵編 f商業応用文件集j
（東亜同文書院支那研究部、 1934 年 4 月）。このうち f北京官話旅行用語j 以外は書面語の用例集である。
69 小路真平 (1883-1921）徳島県出身。東亜同文書院第 2 期生、商務科。天津中和洋行、大倉商事勤務（前掲 f東亜同
文書院大学史J 1982 年、 406 頁）
70 茂木一郎 (1884-1966）群馬県出身。東亜同文書院第 2 期生、商務科。三菱商事に入札天津、漢口、横浜各支店長。
日本ソルデチット会社常務取締役を経て中支那振興調査部長、中華塩業公司顧問（前掲 f東亜同文書院大学史j 1955 年、
172 頁）。
71 小路真平、茂木一郎 f北京官話常言用例j 文求堂書店、 1905 年。
72 同註、 3 頁。
73 『北京官話常言用例j 自体が東亜同文書院で使われたという記録はないものの、 f華語草編j 以前に東亜同文書院で使
用されていた御幡雅文『華語娃歩j にも「常言」と題する章があることから「常言」を用いた練習が学内で行われてい
たようである。
74 山口啓三「追憶」 f濯友j 第 22 号、沼友会、 1967 年、 4 頁。
75 東亜同文書院支那研究部、 1918 年（大正 7）に設置された中国研究を行う学術研究機関。その研究成果は、『東亜同






刊J 第 2 号、 1928 年。
志鋼「華語標準音助詞『U則的随韻桁声J
『華語月刊』第 3 号、 1928 年。
熊野正平「華語破音弁」（ー）一（三）『支
那研究j 第 16 -17、 20 号、 1928 -
1929 年。
志鋼「中華国音字母底制定与公布」（上）
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ω 同註、 113-114 頁。引用文中の字の上に附いている「－J は重念（重読）を示す。
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